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⑦
　本校は岡崎市のほぼ中央部に

位置する、全校児童76名の小規

模校です。学区には里山や清流

があり、自然環境が豊かです。

その自然環境を活用して、昭和

57年から全校児童で愛鳥活動を

軸にした環境保全活動に取組ん

でいます。巣箱の架設や、給餌

台の設置などの活動により、野鳥を保護し、地域の山林を守り育てて

きました。平成22年からは、学区に｢蛍流の森｣が整備されたことに

伴い、里山整備の活動を愛鳥活動に取り入れています。

　活動場所は、学校の裏山、裏山遊歩道、蛍流の森の３か所です。

　学校の裏山は、昭和53年に児童とPTAにより、「小鳥の森」と

「緑の教室」として整備されました。裏山遊歩道は、平成14年に

PTAが主になり、地域の方から山林を借用する形で整備されまし

た。学校の裏山と裏山遊歩道は校地と隣接しています。

　「蛍流の森」は、平成22年に岡崎市が遊歩道として整備し、地域

の団体「ロックエンゼル」がその後の管理を行っています。蛍流の

森は、学校から５００m程の距離にあります。

　本校の愛鳥活動を軸にした環境保全活動も、24年度で 30周年を

迎えました。親子2代 に渡って愛鳥活動に取組んでいる、という家

庭も多くなっています。そこで、愛鳥活動を40年、50年と継続し、

親子三代で愛鳥活動に取組んでいる家庭が出てくるようにしたいと

考えています。

　そして、子どもたちに自然との共生感覚を身につけさせると共に、

地域住民の環境保全の意識を高め、｢環境保全の生平地区｣と呼ばれ

るようにしたいと考えています。

活動場所 

学校紹介 

愛知県 岡崎市立 生
おいだいら

平小学校　

　6年　内田 翔梧　杉田 久弥　

　　　  平山 理沙　前原 葵衣

サミットに参加してみて・・・ 
	 今後の夢・希望・活動計画  

親子で愛鳥活動

環境保全意識を高める間伐

学校の裏山

「蛍流の森」

	 愛鳥活動からの

	 	 	 里山保全活動

巣箱の設置
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				    森林環境教育の実践について

１．これまでの実践の成果（実践の効果や子どもの成長、今後の期待など）

　・ これまで３０年間行われている愛鳥活動を活動の軸にすることで、子どもたちが意欲を持って里山  

   　保全活動に取組むことができている。探鳥会などの愛鳥活動によって培われている自然を観察する

　　姿から、自然に働きかけていこうとする姿への変容が、少しずつ見てとれる。自然はそこにあるも

　　のという感覚から、自然環境は変えていけるものであり、人間が良くしていかなければならないも

　　のという感覚にかわってきている。

　・ 子どもたちが自然環境、里山保全に興味を持つようになっている。一方で、日常的に自らの暮らす

　　地域で里山保全活動に参加しようとする子どもはまだいない。授業や学校行事、子供会などの活動　

　　には意欲的に参加するので、自ら地域のために活動できる子どもを育てていきたい。

　・ 自分たちがやって終わりではなく、「受け継いでいきたい」という願いを、子どもたちが自ら持つこ 

　　とができた。

２．実践の課題（苦労したことや困ったことなど）

　・ 間伐などには専門的な知識や技術が必要であるが、それを教員がきちんと見につけているわけでは

　　ないため、外部講師を頼む必要があった。

　・ 学校の裏山遊歩道や「蛍流の森」は学校の敷地ではないため、活動をするために許可を得る必要が

　　あった。

　・ 間伐にはヘルメットやのこぎり、剪定バサミなどの道具が必要であった。

３．課題への対応（工夫したことや課題の解決策など）

　・ 外部講師の必要性

	 ⇒ 岡崎市役所環境保全課に連絡をとり、その時々の学校の希望に合うような講師を
	     紹介してもらった。

	 ⇒ 地域の環境保全団体（ロックエンゼルの会）の活動に教師が定期的に参加するこ
	     とで、蛍流の森での活動への協力をいただいた。

　・ 許可の必要性

	 ⇒ 校長先生に土地の所有者に書状を書いていただき、許可を得て活動した。

　・ 道具

　	 ⇒ 地域の里山保全団体（ロックエンゼルの会）から必要な物品を貸していただいた。

４．その他（今後の計画や方向、抱負や希望など）

　・ 今後の方向性としては、５年生の活動の中心を愛鳥活動を軸にした里山保全活動にしていきたい。 

　　間伐などを生平小学校の活動の一つとして定着させ、５年時に学級全体で環境保全活動をしていく

　　ことで、６年時に各自が野鳥や自然環境に対する課題を持って個人追求できるようにしていきたい。

　・ ２０年後、子どもたちがふるさと生平に戻って来て、ふるさと生平をより住みやすいふるさとにし

　　てくれることに期待している。

愛知県 岡崎市立 生
おいだいら

平小学校
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⑧

　「里山再生活動」や「ビオトープ活動」を通して、子どもたち自身が環境を主題にした追究を深めていま

す。自分たちの学びを多くの人に発表し、理解していただく機会がもてることで、子どもたちの自信も深まり

ました。今後は、人との交流もしながら、多面的に見たり、考えたりすることができる子どもになってほしい

と思います。こうした取組によって「ふるさと秦梨」を愛し、郷土に誇りのもてる子どもたちが育っていくと

考えています。

　秦梨小学校は、明治6年に開校し130年余りの歴史があります。

学区の南北に乙
おとがわ

川が流れ、緑豊かな自然に恵まれた地域です。

　各学年１学級という小さな学校ですが、みんな仲よく生活してい

ることが自慢です。地域のみなさんもとても協力的で、学校行事には多くの方が参加してくださいます。学校

林活動には「山の先生」、学校田活動には「田の先生」を地域の方に委嘱し、指導していただいています。

　本校の周りには、「にこにこ山」と名付けた学校林、「ふるさ

トープ」と名付けた池、学校田、学校の前を流れる乙川があり、

自然とふれあい、学ぶことができる場所がたくさんあります。

　平成11年度から継続して「里山再生活動」や「ビオトープ活

動」に取組んでいます。生きものを観察したり、自分たちで手入

れをしたりすることで、自然の不思議やおもしろさ、人と自然の

つながり、共に生きることの大切さを学んでいます。

サミットに参加してみて・・・ 
	 今後の夢・希望・活動計画  

活動場所 

学校紹介 

愛知県 岡崎市立 秦
は だ な し

梨小学校　

　6年　谷石 慶則　鈴木 花歩

　「ぼくらの里山再生活動」
	 	 ～ふるさと秦梨の自然再発見～
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				    森林環境教育の実践について

１．これまでの実践の成果（実践の効果や子どもの成長、今後の期待など）

　・子どもたちが自然とふれあいながら、学校田や学校林での体験活動などを行うことによって、自然

　　に対する見方に広がりがでてきている。道端に咲いている草花や、飛来している昆虫などにも目が

　　向き、自然の移り変わりから、季節を実感する子どもが多くなってきている。

　 ・ 小学生の頃の自然の中での体験活動、自然の恵みを生かした人々の暮らしを学ぶ活動が、環境保護、　

　　人間の知恵や考え方の基になるように、必ず生きて働く力となっていくと信じている。

２．実践の課題（苦労したことや困ったことなど）

　・保護者の世代は、里山の荒廃が進む高度成長期に成長してきたため、子どもたちが両親から里山を

      有効に利用して暮らす知恵や技を学ぶ機会が少ない。

　・学校教育活動の中では、限られた時間でしか体験活動等を行うことができないため、十分な時間を

　   確保することが難しい。

　・森林環境などにかかわる知識や経験のない教職員がほとんどのため、教職員自身が興味を持ち自ら

　   進んで学んでいく必要がある。

３．課題への対応（工夫したことや課題の解決策など）

　・里山で暮らしてきた祖父母の世代の方々にお力をお借りし、子どもたちに、自然とかかわりながら

　   暮らすことのすばらしさや大切さを学ぶ機会を設けてきた。このことを、保護者の世代にも広げて

　   いくために、授業参観やＰＴＡの活動などでも、自然とふれあう体験活動を取り入れるように努め

　   てきた。

　・体験活動のねらいをはっきりさせ、６年間を見通して、それぞれの学年で取組むことを焦点化し、

　   教科・領域との関連をもたせながら展開している。

　・子どもたちの学びの足跡を記録し、次の実践につながるように努めている。

４．その他（今後の計画や方向、抱負や希望など）

　・ビオトープ活動、里山再生活動も本校の伝統として継続され定着している。しかし、何年も継続し

　   ていることで、活動が形骸化している面もある。子どもたちに伝えたいことをはっきりさせ、現代　

　   社会での暮らしともかかわらせながら、子どもたち自身が課題を見つけ、見通しをもって学びを進

　   めることができるようにしていきたい。

　・本校の取組は、人としての見方や考え方の基になるものである と信じている。幼い頃の、五感を通

　　した体験が、環境保全や人としていかに生きるべきか を考えるときに役立つと思う。今後とも、多

　　くの方の支えを得ながら、取組を進めていきたいと考えている。

愛知県 岡崎市立 秦
は だ な し

梨小学校
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